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(57)【要約】
【課題】活性成分の消耗が相分離によって表示される放
出システム、並びにその放出システムの使用方法に関す
る。
【解決手段】　本発明は視覚的に終点を表示する活性成
分放出システムであって、（ａ）組成物を充填するため
の容器と；（ｂ）前記容器に充填され、互いに混和しな
い、または混和性が低い溶剤Ａ及び溶剤Ｂと；（ｃ）単
一相を生成するための前記溶剤Ａ及び溶剤Ｂの溶解剤で
ある、少なくとも１つの活性成分と；（ｄ）前記組成物
の活性成分を大気に放出し、かつ他の成分の揮発を抑制
するメカニズムと；を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視覚的に終点を表示する活性成分放出システムであって、
　（ａ）組成物を充填するための容器と；
　（ｂ）前記容器に充填され、互いに混和しない、または混和性が低い溶剤Ａ及び溶剤Ｂ
と；
　（ｃ）単一相を生成するための前記溶剤Ａ及び溶剤Ｂの溶解剤である、少なくとも１つ
の活性成分と；
　（ｄ）前記組成物の活性成分を大気に放出し、かつ他の成分の揮発を抑制するメカニズ
ムと；を有し、
　前記活性成分は、香料、活性抗菌成分、及び／または防虫成分のいずれかである、活性
成分放出システム。
【請求項２】
　前記溶剤は、Ｃ６－Ｃ２２脂肪酸、Ｃ１－Ｃ６アルキルエステル、Ｃ１－Ｃ６アルキル
カーボネート、Ｃ２－Ｃ４アルキレングリコール及びシロキサンの群から選択される溶剤
を含む、請求項１に記載の活性成分放出システム。
【請求項３】
　前記溶剤の組み合わせは、デカメチルシクロペンタシロキサン／ジプロピレングリコー
ルまたはイソプロピルミリステート／プロピレンカーボネートから選択される、請求項１
に記載の活性成分放出システム。
【請求項４】
　前記香料に使用される前記活性成分は、アルデヒド基、ケトン類、アセタール、ケター
ル、ケイ酸エステル及びこれらの混合物から選択される、請求項１に記載の活性成分放出
システム。
【請求項５】
　前記溶剤と前記活性成分との混合物は、プロピレンカーボネートとイソプロピルアルコ
ールとの溶剤の混合物と、シトラール、酢酸フェニル、リモネン及び酢酸ヘキシルのうち
少なくとも１つの活性成分との混合物である、請求項１に記載の活性成分放出システム。
【請求項６】
　さらに安定剤を含む、請求項１に記載の活性成分放出システム。
【請求項７】
　さらに、前記溶剤Ａまたは溶剤Ｂのうち１つのみと溶解する染料を含む、請求項１に記
載の活性成分放出システム。
【請求項８】
　さらに、前記溶剤Ａまたは溶剤Ｂのうち１つのみと溶解する２種類の異なる染料を含む
、請求項１に記載の活性成分放出システム。
【請求項９】
　前記組成物の活性成分を大気に放出し、かつ他の成分の揮発を抑制するメカニズムは、
半透明の高分子膜を含む、請求項１に記載の活性成分放出システム。
【請求項１０】
　前記組成物の活性成分を大気に放出し、かつ他の成分の揮発を抑制するメカニズムは、
木材を含む、請求項１に記載の活性成分放出システム。
【請求項１１】
　活性成分の放出の終点を表示する方法であって：
　ｉ）互いに混和しない、または混和性が低い溶剤Ａ及び溶剤Ｂを適した容器に充填する
工程と；
　ｉｉ）適切な量の溶解性活性成分を添加し、単一相を有する調製剤を生成する工程と；
を有し、
　大気に放出されることによる前記活性成分の残量は、溶解効果の減少及び相の分離によ
って示される、方法。
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【請求項１２】
　前記調製剤は、前記溶剤Ａまたは前記溶剤Ｂのいずれか一方にのみ溶解する染料と混合
されることにより、相分離によって示される終点は無色の相または着色された相の発生に
よって表示される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記調製剤は、前記溶剤Ａまたは前記溶剤Ｂのいずれか一方にのみ溶解する２種類の染
料と混合されることにより、相分離によって示される終点は２色の相の発生によって表示
される、請求項１１に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の技術分野は香料の放出に関し、特に活性成分の消耗が相分離によって表示され
る放出システム、並びにその放出システムの使用方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　室内空間は、香料の噴射のみならず特に香料の蒸発システムによって、芳香され及びフ
レッシュにされる。香料を蒸発するシステムは、一般的にはキャリア物質、非常にシンプ
ルな容器、及びアクセサリを有する香料を大気に放出するための特別な容器によって構成
されている。これまで、香料の寿命終点を使用者に視覚的に示す方法が問題とされてきた
。
【０００３】
　米国特許第４,１２８,５０８号（特開昭５３－００６４４１号公報）は、ｐＨ指示薬と
、蒸発速度が調節された酸または塩基と、を含む指示システムに関する。香料混合物のｐ
Ｈが変化することにより、ｐＨ指示薬の変色が起こり、香料の寿命終点を使用者に知らせ
る。
【０００４】
　国際公報第２００３／０３１９６６号は、揮発性染料を用いたシステムに関する。揮発
性染料が蒸発すると変色が起こり、使用者に香料の寿命終点を表示する。上述のシステム
の課題は、変色が香料そのものによって起こるものではなく、補助剤によって起こること
である。信頼性がある寿命終点の表示を得るためには、補助剤と同じ速度で蒸発する香料
を選択する必要がある。このため、創作性がある、複雑な香料を製造することが少なくと
も難しくなり、もしくは不可能となる。
【０００５】
　英国公開公報第２４４４７０２号は、ハロクロムと、香料と、不揮発性酸または不揮発
性塩基と、高極性かつ低揮発性である溶剤と、を含む、非水溶性混合物を開示している。
このような混合物の課題は、例えばハロゲン原子等の活性原子、または例えばアミノ酸系
等の反応性基を有するハロクロムを使用していることである。さらなる課題は、反応に好
ましい溶媒を生成するための酸または塩基が必要となることである。このような不具合に
よって、これらの香料システムは種々の反応を起こし、例としては、芳香の強さが減少し
てから短期間の間に香料及びハロクロムの分解、芳香の減少、及び／または色の漂白など
が観察される。しかし、経済的利便性のためには、例えば室内芳香剤として長く保管でき
る、長く安定して使用できる香料放出システムが必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭５３－００６４４１号公報
【特許文献２】国際公報第２００３／０３１９６６号
【特許文献３】英国公開公報第２４４４７０２号
【発明の概要】
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【０００７】
　代替案の１つとしては、一定時間の経過後に色変化が起こることによって「時点」を有
するインジケータシステムである。しかし、これらのシステムは、蒸発率が周囲温度及び
その他の条件に大きく影響されるため、香料ディスペンサには適していない。すなわち、
異なる条件においては、終点が異なってくる。
【０００８】
　本発明の目的は、先行技術の課題を解決することであり、主に、終点を表示するインジ
ケータを有する香料放出システムを提供する。香料放出システムの寿命は終点の表示によ
って明示されるべきであり、補助剤の濃度の減少によって表示されるべきではない。本発
明の更なる目的は、特に、安定して保管することができる香料放出システムに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、視覚的に終点を表示する活性成分放出システムであって、
（ａ）組成物を充填するための容器と；
（ｂ）前記容器に充填され、互いに混和しない、または混和性が低い溶剤Ａ及び溶剤Ｂと
；
（ｃ）単一相を生成するための前記溶剤Ａ及び溶剤Ｂの溶解剤である、少なくとも１つの
活性成分と；
（ｄ）前記組成物の活性成分を大気に放出し、かつ他の成分の揮発を抑制するメカニズム
と；を有する。
【００１０】
　驚くべきことに、特別な活性物質、特に香料は、互いに混和せずまたは混和性が低い溶
剤の相伝達物質（相メディエータ）として適している。これによって、保管時の安定性が
高い単相の香料放出システムが製造できる。例えば蒸発によって活性成分の濃度が限界濃
度よりも低くなった場合、物質は相伝達物質としての機能を損失し、物質の分離が起こる
。この分離は、環境下において当初有していた活性成分の量が放出されたことを視覚的に
示しており、「視覚的な終点の表示」である。
【００１１】
　先行技術と比較すると、本発明のシステムの大きな利点は、活性成分の濃度そのものが
香料の寿命を直接的に表示するため、香料の減少を測定し、かつ実際の活性成分の濃度と
多少正確に関連する（終点を間接的に表示する）必要がある補助剤を使用する必要が無く
なる。さらに、本発明は酸または塩基が不要であり、この事実は組成物の安定性に非常に
重要である。
【００１２】
溶剤
　溶剤は、活性物質との均一相を生成することができる全ての液体化合物である。容器内
に揮発性が高い溶剤が含まれる場合、容器内には既知の香料が存在する場合がある。芳香
に伴う化合物の放出を防止することにより、香料の機能は他の成分を単に分解するに留ま
るため、本発明の溶剤として使用される。
【００１３】
　溶剤Ａと溶剤Ｂとの比率は、活性物質が寿命に達した後も相分離が明確であるように、
一定の溶剤が残留するように設定されていることが好ましい。
【００１４】
　２種類の溶液は、活性物質が存在する場合、物質を殆ど使いきった場合においてのみ分
離するように選択するべきである。
【００１５】
　溶剤の混合時の反応はＭ値（混和性数、”miscibility numbers”）を使用して予測す
ることができる：Ｍ値を使った溶剤選択システムについては、例えばGodfrey N.B. (Godf
rey N.B.:“Solvent selection via miscibility number” Chemtech. 6(1972) 359 - 36
3)を参照されたい。このシステムは３１群を有し、親油性が高い群と親油性が低い群とに
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分ける事ができる。この群は「混和性数（miscibility numbers）」と言われる。それぞ
れの群は、他の群に属する溶剤と同様の混合現象を起こす傾向がある。溶剤にはＭ値が付
与され、Ｍ値の範囲は溶剤が溶融する範囲である。
【００１６】
　ジプロピレングリコールのＭ値は１１であり、Ｍ値の範囲が１～２６である溶剤に混和
する。本システムに適した溶剤のＭ値は、２６よりも大きい。
【００１７】
　プロピレンカーボネートは２つのＭ値を有しており、極性範囲のＭ値が９、無極性範囲
のＭ値が１７であるため、Ｍ範囲が２～２４の溶剤に混和する。本システムに適した溶剤
のＭ値は、２４よりも大きい。
【００１８】
　混合範囲に関する明確な記載が無い場合、以下の一般規則を適用することができる：「
２個の化合物のＭ値の誤差が１６以上である場合、化合物は互いに混和しない。」
　選択された溶剤のＭ値の差異は、少なくとも１６であり、好ましくは１６よりも大きい
。
【００１９】
　Ｍ値の誤差が１６である場合、溶剤の周囲温度が摂氏２５°Ｃよりも高い場合に分解す
る可能性があり、さらに溶剤の周囲温度が摂氏７５°Ｃよりも高い場合には分解する可能
性が高い。このような香料放出システムは、室温での使用には適している可能性があるが
、例えば食器乾燥器の芳香剤、電動送風機の芳香剤、または蒸発を促進するために組成物
が加熱された場合など、高温における使用は避けるべきである。
【００２０】
　揮発性が高い香料成分については、Ｍ値の範囲は１３から２６に制限されてもよい。選
択される溶剤は、両方とも前述の範囲で溶解され、例えば溶剤と揮発性が高い香料成分と
のＭ値の誤差は１５以下であり、好ましくは１５よりも少ない。
【００２１】
　液体にＭ値が付与されていない場合、数値を決定してもよい。Ｍ値を決定するためには
、検査中の液体を標準溶剤に引き続いて添加し、室温で３０分間放置した後に溶解性を評
価する。各Ｍ値に対して標準溶剤があるため、合計３１のＭ値及び標準溶剤が存在する。
Ｍ値を計算するにあたり、上述の一般原則が適用される：「２種類の化合物のＭ値の誤差
が１５以下である場合、化合物は互いに混和する。」下記の表Ａでは、フェノキシエタノ
ール、プロピル酢酸、イソブチルイソブチレートのＭ値が例として挙げられている。
【００２２】
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【表１】

【００２３】
　好適な溶剤は以下のものである：植物油、Ｃ６－Ｃ２２脂肪酸、Ｃ１－Ｃ６アルキルエ
ステル、Ｃ１－Ｃ６アルキルカーボネート、Ｃ２－Ｃ４アルキレングリコール及びロキサ
ン、特に好ましくはラウリン酸、エタノールを含むミリスチン酸及びステアリン酸等のエ
ステル類、プロパノール又はイソプロピルアルコール、エチレンカーボネート、プロピレ
ンカーボネート、ブチレンカーボネート、エチレングリコール、プロピレングリコール、
ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール及びデカメチルシクロペンタシロキサン
；混合比率の範囲は重量比４０：６０から６０：４０の範囲であり、好ましくは重量比５
０：５０の範囲である。
【００２４】
　本発明の本質的な利点は、植物油が溶剤に適していることである。植物油は特に環境に
優しく、健康面にも影響が無い。人体に影響を与えず、かつ環境に良い化合物として選択
される。本発明において使用される指示システムは、植物油に限定されない。危険物質指
令Directive 67/548/EECに従って安全であると分類された化合物のみを用いて指示システ
ムを調剤するための様々な可能性があり、人体及び環境に対する警告を特段に行う必要性
は有しない。
【００２５】
　植物油を含んだ特に好ましい溶剤の組み合わせは、ジプロピレングリコール＆菜種油、
トリアセチン＆ヒマワリ油、ジプロピレングリコール＆ヒマワリ油及びトリアセチン＆菜
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【００２６】
　活性物質として、上記の溶剤の組み合わせと、食品着色料及び天然香油とを使用するこ
とによって、環境に優しい芳香剤を組成する。
【００２７】
　更に好ましい溶剤としては、例えばデカメチルシクロペンタシロキサン／ジプロピレン
グリコール；ミリスチン酸イソプロピル／プロピレンカーボネート；更にグリセロール／
Symfresh NX；プロピレン１,２－グリコール／安息香酸ベンジル；プロピレンカーボネー
ト／アジピン酸ジオクチル; クエン酸トリエチル／デカメチルシクロペンタシロキサン（
DOW CORNING 245 FLUID）；ポリエチレングリコール４００（ポリジオール４００）／医
療白油（Pionier CP65）。
【００２８】
　その他、同じ表の区分によって、溶剤Ａと任意の溶剤Ｂとの好ましい溶剤の組み合わせ
が整理されている。表の区分は溶剤ＡのＭ値に従って区分けされている。
【００２９】
　表中の第２区分において、溶剤ＡのＭ値が２である場合を例に説明する。
【００３０】
　溶剤Ａとして使用されるエチレングリコールのＭ値は２であり、Ｍ値が１９から２１の
範囲内である溶剤Ｂとの組み合わせに適している。１,２,６－ヘキサントリオール及び２
－ヒドロキシエチルカルバミド酸も同様である。従って、溶剤ＡのＭ値が２である区分に
おいては、好ましい溶剤の組み合わせが３ｘ１４＝４２通りとなる。適した溶剤の組み合
わせは、表２全体において特定される。
【００３１】
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【００３２】
　溶剤Ａと溶剤Ｂとの混合比率の範囲は重量比４０：６０から６０：４０の範囲であり、
好ましくは重量比５０：５０の範囲である。
【００３３】
　本発明による香料放出システムのｐＨは、好ましくは中性の範囲である。本発明による
混合物のｐＨは５から９の範囲内であり、さらに好ましくは６から８の範囲内である。溶
剤の混合物には、任意で安定剤が含まれてもよい。本発明による安定剤は、光安定剤、酸
化防止剤、乳化剤が好ましい。
【００３４】
活性成分
　本発明における活性成分は、好ましくは香料である。即ち、本発明の構造は、活性抗菌
成分を含む、活性な臭気マスキング成分、臭気中和成分または防虫成分を放出するディス
ペンサを含むことが好ましい。
【００３５】
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香料
　好みによって製品に使用される香料及び香油は、いかなる制限を有さない。即ち、香料
化合物として、天然または合成由来の個々の香料化合物として使用することができ、化合
物は以下の群から選択される：エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、アルコール、
炭化水素、酸、炭酸エステル、芳香族炭化水素、脂肪族炭化水素、飽和炭化水素、不飽和
炭化水素、及びそれらの混合物。使用される香料アルデヒドまたは香料ケトンは、快適な
匂いをもたらす為に典型的に使用される全ての慣習的な香料アルデヒドまたは香料ケトン
である。
適した香料アルデヒド及び香料ケトンの使用は、当業者にとって常識の範囲である。適し
た香料ケトンは、望ましい匂いと新鮮さを与える全ての望ましいアルデヒドを包含する。
香料ケトンの例は以下の群から選択される：ブッコキシム（buccoxime）、イソジャスモ
ン（isojasmone）、メチルβ－ナフチルケトン、ムスクインダノン、トナリド/ムスクプ
ラス（tonalid/musk plus）、α－ダマスコン、β－ダマスコン、Δ－ダマスコン、イソ
ダマスコン、ダマセノン、ダマローズ（damarose）、メチルジヒドロジャスモネート、メ
ントン、カルボン（carvone）、カンファー（camphor）、フェンコン（fenchone）、α－
イオノン、β－イオノン、ジヒドロ－β－イオノン、γ－メチルイオノン、フルーラモン
（fleuramone）、ジヒドロジャスモン（dihydrojasmone）、シス－ジャスモン（cis－jas
mone）、イソ－E－スーパー、メチルセドレニルケトンまたはメチル－セドリロン、アセ
トフェノン、メチルアセトフェノン、パラ－メトキシアセトフェノン、メチルβ－ナフチ
ルケトン、ベンジルアセトン、ベンゾフェノン、パラ－ヒドロキシフェニルブタノン、セ
ロリケトンまたはリベスコン（livescone）、６－イソプロピルデカヒドロ－２－ナフト
ン、ジメチルオクテノン、フレスコメンテ（Frescomenthe）、４－(１－エトキシビニル)
－３,３,５,５－テトラメチルシクロ－ヘキサノン、メチルヘプテノン、２－(２－(４－
メチル－３－シクロヘキセン－１－イル)プロピル)シクロペンタノン、１－(p－メンテン
－６(２)－イル)－１－プロパノン、４－(４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル)－２
－ブタノン、２－アセチル－３,３－ジメチルノルボルナン、６,７－ジヒドロ－１,１,２
,３,３－ペンタメチル－４(５Ｈ)－インダノン、４－ダマスコール、ダルシニルまたはカ
シオン（dulcinyl or cassione）、ゲルソン（gelsone）、ヘキサロン（hexalone）、イ
ソシクレモン（isocyclemone）Ｅ、メチルシクロシトロン、メチルラベンダーケトン、オ
リボン（orivone）、パラ－tert－ブチルシクロヘキサノン、ヴェルドーネ（verdone）、
デルフォーネ（delphone）、ムスコン、ネオブテノン（Neobutenone）（登録商標）、プ
リカトン（Plicatone）、ベルトン（veloutone）、２,４,４,７－テトラメチルオクタ－
６－エン－３－オン、テトラメラン（tetramerane）、ヘディオン（hedione）及びこれら
の混合物。より好ましくは、上記香料ケトンは以下より選択される:α－ダマスコン、Δ
－ダマスコン、イソダマスコン、カルボン（carvone）、γ－メチルイオノン、イソ－E－
スーパー、２,４,４,７－テトラメチル－オクト－６－エン－３－オン、ベンジルアセト
ン、β－ダマスコン、ダマセノン、メチルジヒドロジャスモネート、メチルセドリロン（
methylcedrylone）、ヘディオン（hedione）及びこれらの混合物。
【００３６】
　適した香料アルデヒドは、香料ケトンと同様、望ましい匂いと新鮮さを与える全ての望
ましいアルデヒドを包含する。尚、香料アルデヒドは、アルデヒド単独またはアルデヒド
の混合物である。
好ましいアルデヒドは、例えば：メロナール、トリプラール、リグストラール、アドキサ
ール、アニスアルデヒド、シマル、エチルバニリン、フロルヒドラル、フロラロゾン（fl
oralozone）、ヘリオナール、ヘリオトロピン、ヒドロキシシトロネラール、コアボン（k
oavone）、ラウルアルデヒド、カントキサール（canthoxal）、リラル、リリアル、アド
キサール、アニスアルデヒド、クマル（cumal）、メチルノニルアセトアルデヒド、シト
ロネラール、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、シクラメンアルデヒド、ブルゲオナ
ール、ｐ,ｔ－ブシナル、フェニルアセトアルデヒド、ウンデシレンアルデヒド、バニリ
ン；２,６,１０－トリメチル－９－ウンデセナール、３－ドデセン－１－アール、α－n
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－アミルシンナムアルデヒド、４－メトキシベンズアルデヒド、ベンズアルデヒド、３－
(４－tert－ブチルフェニル)プロパナール、２－メチル－３－(パラ－メトキシフェニル)
プロパナール、２－メチル－４－(２,６,６－トリメチル－２(１)－シクロヘキセン－１
－イル)ブタナール、３－フェニル－２－プロペナール、シス/トランス－３,７－ジメチ
ル－２,６－オクタジエン－１－アール、３,７－ジメチル－６－オクテン－１－アール、
[(３,７－ジメチル－６－オクテニル)オキシ]アセトアルデヒド、４－イソプロピルベン
ジルアルデヒド、１,２,３,４,５,６,７,８－オクタヒドロ－８,８－ジメチル－２－ナフ
タレンカルボアルデヒド、２,４－ジメチル－３－シクロヘキセン－１－カルボキサアル
デヒド、２－メチル－３－(イソプロピルフェニル)プロパナール、デカナール、２,６－
ジメチル－５－ヘプテナール；４－(トリシクロ[５.２.１.０(２,６)]デシリデン－８)－
ブタナール；オクタヒドロ－４,７－メタノ－１Ｈ－インデンカルボキサアルデヒド；３
－エトキシ－４－ヒドロキシベンズアルデヒド、パラエチル－α、α－ジメチルヒドロシ
ンナムアルデヒド、α－メチル－３,４－(メチレンジオキシ)－ヒドロシンナムアルデヒ
ド、３,４－メチレンジオキシベンズアルデヒド、α－ｎ－ヘキシルシンナムアルデヒド
、ｍ－シメン－７－カルボアルデヒド、α－メチルフェニルアセトアルデヒド、７－ヒド
ロキシ－３,７－ジメチルオクタナール、ウンデセナール、２,４,６－トリメチル－３－
シクロヘキセン－１－カルボアルデヒド、４－(３)(４－メチル－３－ペンテニル)－３－
シクロヘキセンカルボアルデヒド、１－ドデカナール、２,４－ジメチルシクロヘキセン
－３－カルボアルデヒド、４－(４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル)－３－シクロヘキ
セン－１－カルボアルデヒド、７－メトキシ－３,７－ジメチルオクタン－１－アール、
２－メチルウンデカナール、２－メチルデカナール、１－ノナナール、１－オクタナール
、２,６,１０－トリメチル－５,９－ウンデカジエナール、２－メチル－３－(４－tert－
ブチルフェニル)プロパナール、３－(４－エチルフェニル)－２,２－ジメチルプロパナー
ル、３－(４－メトキシフェニル)－２－メチルプロパナール、メチルノニルアセトアルデ
ヒド、２－フェニルプロパン－１－アール、３－フェニル－２－プロペ－１－アール、３
－フェニル－２－ペンチルプロパ－２－エン－１－アール、３－フェニル－２－ヘキシル
プロパ－２－エン－アール、３－(４－イソプロピルフェニル)－２－メチルプロパン－１
－アール、３－(４－エチルフェニル)－２,２－ジメチルプロパン－１－アール、３－(４
－tert－ブチルフェニル)－２－メチルプロパナール、３－(３,４－メチレンジオキシフ
ェニル)－２－メチルプロパン－１－アール、３－(４－エチルフェニル)－２,２－ジメチ
ルプロパナール、３－(３－イソプロピルフェニル)ブタン－１－アール、２,６－ジメチ
ル－５－ヘプテナール、ジヒドロシンナムアルデヒド、１－メチル－４－(４－メチル－
３－ペンテニル)－３－シクロヘキセン－１－カルボアルデヒド、５または６－メトキシ
ヘキサヒドロ－４,７－メタンインダン－１－または－２－カルボキサアルデヒド、３,７
－ジメチルオクタン－１－アール、１－ウンデカナール、１０－ウンデセン－１－アール
、４－ヒドロキシ－３－メトキシベンズアルデヒド、１－メチル－３－(４－メチルペン
チル)－３－シクロヘキセンカルボキサアルデヒド、７－ヒドロキシ－３,７－ジメチルオ
クタナール；トランス－４－デセナール、２,６－ノナジエノール、パラ－トリルアセト
アルデヒド；４－メチルフェニルアセトアルデヒド、２－メチル－４－(２,６,６－トリ
メチル－１－シクロヘキセン－１－イル)－２－ブテナール、オルト－メトキシシンナム
アルデヒド、３,５,６－トリメチル－３－シクロヘキセンカルボアルデヒド、３,７－ジ
メチル－２－メチレン－６－オクテナール、フェノキシアセトアルデヒド；５,９－ジメ
チル－４,８－デカジエナール、ペオニーアルデヒド(６,１０－ジメチル－３－オキサ－
５,９－ウンデカジエン－１－アール)、ヘキサヒドロ－４,７－メタンインダン－１－カ
ルボキサアルデヒド、オクタナール、２－メチルオクタナール、α－メチル－４－(１－
メチルエチル)ベンゼンアセトアルデヒド、６,６－ジメチル－２－ノルピネン－２－プロ
ピオンアルデヒド、パラ－メチルフェノキシアセトアルデヒド、２－メチル－３－フェニ
ル－２－プロペン－１－アール、３,５,５－トリメチルヘキサナール、ヘキサヒドロ－８
,８－ジメチル－２－ナフタレンカルボキシアルデヒド、３－プロピルビシクロ[２.２.１
]－ヘプタ－５－エン－２－カルバルデヒド、９－デセナール、３－メチル－５－フェニ
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ル－１－ペンタナール、メチルノニルアセトアルデヒド、１－p－メンテン－ｑ－カルボ
キシアルデヒド、シトラール又はこれらの混合物、リリアル、シトラール、１－デカナー
ル、ｎ－ウンデカナール、ｎ－ドデカナール、フロルヒドラル、２,４－ジメチル－３－
シクロヘキセン－１－カルボアルデヒド、４－メトキシベンズアルデヒド、３－メトキシ
－４－ヒドロキシベンズアルデヒド、３－エトキシ－４－ヒドロキシベンズアルデヒド、
３,４－メチレンジオキシベンズアルデヒド、３,４－ジメトキシベンズアルデヒド及びこ
れらの混合物。
前記の例によると、香料アルデヒド及び香料ケトンは、脂肪族化合物、脂環式化合物、芳
香族化合物、エチレン性不飽和構造またはそれらの組み合わせの構造を有している。さら
に、ヘテロ原子または多環式構造を有してもよい。
構造はヒドロキシ基またはアミノ基等の適切な置換基を有してもよい。
さらなる適当な香料は、Steffen Arctander、Aroma Chemicals Vol. 1(1960年、再版2000
) ISBN 0-931710-37-5およびAroma Chemicals Vol. 2(1969年、再版2000) ISBN 0-931710
-38-3において参照されるアルデヒドおよびケトンの群から選択される。
　エステル型香料化合物の例は、ベンジルアセテート、フェノキシエチルイソブチレート
、p－tert－ブチルシクロヘキシルアセテート、リナリルアセテート、ジメチルベンジル
カルボニルアセテート（DMBCA）、フェニルエチルアセテート、ベンジルアセテート、エ
チルメチルフェニルグリシネート、アリルシクロヘキシルプロピオネート、スチラリルプ
ロピオネート、ベンジルサリチレート、シクロヘキシルサリチレート、フロラメート（fl
oramate）、メルセート（melusate）及びジャスマシクレート（jasmacyclate）が挙げら
れる。炭化水素型の香料化合物の例は、リモネン及びピネンなどのテルペンである。
香料化合物で適したアルコール系香料としては、例えば１０－ウンデセン－１－オール、
２,６－ジメチルヘプタン－２－オール、２－メチルブタノール、２－メチルペンタノー
ル、２－フェノキシエタノール、２－フェニルプロパノール、２－tert－ブチルシクロヘ
キサノール、３,５,５－トリメチルシクロヘキサノール、３－ヘキサノール、３－メチル
－５－フェニルペンタノール、３－オクタノール、１－オクテン－３－オール、３－フェ
ニルプロパノール、４－ヘプテノール、４－イソプロピルシクロヘキシル、４－tert－ブ
チルシクロヘキサノール、６,８－ジメチル－２－ノナノール、６－ノネン－１－オール
、９－デセン－１－オール、α－メチルベンジルアルコール、α－テルピネオール、アミ
ルサリチレート、ベンジルアルコール、ベンジルサリシレート（benzyl salicylate）、
β－テルピネオール、ブチルサリシレート（butyl salicylate）、シトロネロール、シク
ロヘキシルサリシレート（cyclohexyl salicylate）、デカノール、ジヒドロミルセノー
ル、ジメチルベンジルカルビノール、ジメチルヘプタノール、ジメチルオクタノール、エ
チルサリチレート、エチルバニリン、アネトール、オイゲノール、ゲラニオール、ヘプタ
ノール、ヘキシルサリシレート（hexyl salicylate）、イソボルネオール、イソオイゲノ
ール、イソプレゴール、リナロール、メントール、ミルテノール、n－ヘキサノール、ネ
ロール、ノナノール、オクタノール、パラ－メンタン－７－オール、フェニルエチルアル
コール、フェノール、フェニルサリチレート、テトラヒドロゲラニオール、テトラヒドロ
リナロール、チモール、トランス－２－シス－６－ノナジエノール、トランス－２－ノネ
ン－１－オール、トランス－２－オクテノール、ウンデカノール、バニリン及びシンナミ
ルアルコール；２以上の香料アルコールが存在する場合は、それぞれ独立して選択しても
よい。
【００３７】
　香料または香油は、植物から抽出される天然香料の混合物であってよく、例としてはパ
イナップル、クエン、ジャスミン、パチョリ、バラ、イランイラン油が挙げられる。
同様に、好適な香油の例としては、サルビアセージ油、カモミール油、丁子油、バーム油
、ミント油、シナモン葉油、ライム花油、ジュニパーベリー油、ベチベル油、乳香油が挙
げられ、またオレンジ花油、ネロリ油、オレンジ果皮油、サンダルウッド油が挙げられる
。
精油の例としては、アンジェリカ根油、アニス油、アニス花油、バジル油、ベイ油、チャ
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ンパックス花油（champaca flower oil）、ヨーロッパモミ油（silver fir oil）、ヨー
ロッパモミコーン油（silver fir cone oil）、エレミ（elemi）油、ユーカリ油、ウイキ
ョウ油、松葉油、ガルバヌム油、ゼラニウム油、ジンジャーグラス（gingergrass）油、
グアヤク樹油（guaiac wood oil）、ガージャンバルサム（gurjun balsam）油、ヘリクリ
サム（helichrysum）油、芳油、ジンジャー油、アヤメ油、カヤプテ（cajeput）油、ショ
ウブ油、カモミール油、カンファー（camphor）油、カナンガ（cananga）油、カルダモン
（cardamom）油、カシア（cassia）油、パインニードル（pine needle oil）油、コパイ
バ（copaiba）バルサム油、コリアンダー油、スペアミント油、キャラウェー油、クミン
油、ラベンダー油、レモングラス油、ライム油、マンダリン油、メリッサ（Melissa）油
、ジャコウシード油、ミルラ（myrrh）油、丁子油、ネロリ油、ニアウリ（niaouli）油、
オリバナム（olibanum）油、オレガノ油、パルマローザ（palmarosa）油、パッチョーリ
（patchouli）油、ペルーバルサム油、プチグレン（petitgrain）油、コショウ油、ペパ
ーミント油、ピメント（pimento）油、パイン（pine）油、ローズ油、ローズマリー油、
サンダルウッド油、セロリ種子油、スパイクラベンダー（spike）油、スターアニス油、
テレビン（turpentine）油、ニオイヒバ（thuja）油、タイム油、バーベナ（verbena）油
、ベチベル油、ジュニパーベリー油、ウッドモス油、冬緑油、イラン油、ヒソップ（hyss
op）油、シナモン油、シナモン葉油、シトロネラ油、シトラス油及びシプレス（cypress
）油。
【００３８】
　同様に適した香料は、いわゆる芳香物質前駆体（プロドラッグ）である。
当該群の化合物は、例えば加水分解によって化学結合を分解することにより、所望の臭気
分子及び／または芳香分子を放出する化合物を含む。
典型的に、芳香物質前駆体を形成するには、所望の香料原料が、揮発性が低いまたは適度
であるキャリアに化学的に結合される。
この組み合わせによって、物質への付着が向上する、揮発性が低くかつ疎水性が高い芳香
物質前駆体が生成される。（例えば着用時における発汗を介して）大気の湿度、熱及び／
または物干し用ロープ（washing line）の直射日光または乾燥によってｐＨの変化が起こ
った結果、芳香成分は、香料原料とキャリアとの結合が分解されることによって放散され
る。
【００３９】
　芳香物質前駆体として使用される香料原料は、典型的には、アルコール、アルデヒド基
及び／またはケトン類を有する、飽和性または不飽和性の揮発性化合物である。本実施例
において有用な香料原料は、上述した芳香性を有する物質または物質の混合物である。
【００４０】
　使用可能である、特に有効な芳香物質前駆体は以下の式（Ｉ）を満たす：
Ｒ－Ｃ（ＯＲ１）（ＯＲ２）－ＯＲ３　…　（Ｉ）
【００４１】
　式中、Ｒは水素、直鎖状Ｃ１－Ｃ８アルキル、分岐状Ｃ３－Ｃ２０アルキル、環式Ｃ３

－Ｃ２０アルキル、分岐状環式Ｃ６－Ｃ２０アルキル、直鎖状Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、
分岐状Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、環式Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、分岐状環式Ｃ６－Ｃ２０

アルケニル、置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ２０アリール及びそれらの混合物；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３は互いに独立しており、直鎖状、分岐状又は置換型Ｃ１－Ｃ２０アルキ
ル；直鎖状、分岐状又は置換型Ｃ２－Ｃ２０アルケニル；置換型又は非置換型の環式Ｃ３

－Ｃ２０アルキル；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ２０アリール、置換型又は非置換型Ｃ２

－Ｃ４０アルキレンオキシ；置換型又は非置換型Ｃ３－Ｃ４０アルキレンオキシアルキル
；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ４０アルキレンアリール；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ３

２アリールオキシ；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ４０アルキレンオキシアリール；Ｃ６－
Ｃ４０オキシアルキレンアリールおよびこれらの混合物である。
特に（好ましくは不水溶性）マイクロカプセルに入れられたこれらの物質の使用は、本発
明の好ましい一実施例である。
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【００４２】
　さらに使用可能である、特に有効な芳香物質前駆体はアセタールまたはケタールであり
、好ましくは以下の式（ＩＩ）を満たす：
Ｒ－Ｃ（Ｒ１）（ＯＲ３）－ＯＲ２　…　（ＩＩ）
【００４３】
式中、Ｒは直鎖状Ｃ１－Ｃ２０アルキル、分岐状Ｃ３－Ｃ２０アルキル、環式Ｃ６－Ｃ２

０アルキル、分岐状環式Ｃ６－Ｃ２０アルキル、直鎖状Ｃ２－Ｃ２０アルケニル、分岐状
Ｃ３－Ｃ２０アルケニル、環式Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、分岐状環式Ｃ６－Ｃ２０アルケ
ニル、置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ２０アリール及びそれらの混合物；
Ｒ１は水素またはＲ；
Ｒ２及びＲ３は互いに独立しており、以下の群から選択される；直鎖状Ｃ１－Ｃ２０アル
キル、分岐状Ｃ３－Ｃ２０アルキル、環式Ｃ３－Ｃ２０アルキル、分岐状環式Ｃ６－Ｃ２

０アルキル、直鎖状Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、分岐状Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、環式Ｃ６

－Ｃ２０アルケニル、分岐状環式Ｃ６－Ｃ２０アルケニル、Ｃ６－Ｃ２０アリール、置換
型Ｃ７－Ｃ２０アリール及びそれらの混合物である。
特に（好ましくは不水溶性）マイクロカプセルに入れられたこれらの物質の使用は、本発
明の１実施例である。
【００４４】
　さらに使用可能である、特に有効な芳香物質前駆体は以下の式（ＩＩＩ）を満たす：
Ｒ４Ｏ－Ｃ（ＯＲ１）（ＯＲ３）－ＯＲ２　…　（ＩＩＩ）
【００４５】
　式中、互いに独立しているＲ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、直鎖状、分枝状または置換型
Ｃ１－Ｃ２０アルキル；直鎖状、分枝状または置換型Ｃ２－Ｃ２０アルケニル；置換型又
は非置換型の環式Ｃ５－Ｃ２０アルキル；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ２０アリール、置
換型又は非置換型Ｃ２－Ｃ４０アルキレンオキシ；置換型又は非置換型Ｃ３－Ｃ４０アル
キレンオキシアルキル；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ４０アルキレンアリール；置換型又
は非置換型Ｃ６－Ｃ３２アリールオキシ；置換型又は非置換型Ｃ６－Ｃ４０アルキレンオ
キシアリール；Ｃ６－Ｃ４０オキシアルキレンアリールおよびこれらの混合物である。
これらの物質の使用、特に（好ましくは不水溶性）マイクロカプセルは、本発明の１実施
例に対応する。
【００４６】
　本発明に使用される香料は、特に好ましくはケイ酸エステルの混合物を含む。
ケイ酸エステルは以下の式（ＩＶ）によって表される。
Ｒ－（－Ｏ－Ｓｉ（ＯＲ）２－）ｎ－ＯＲ      （ＩＶ）
【００４７】
　式中、Ｒは各々独立した、水素（Ｈ）、直鎖状又は分岐状、飽和性又は不飽和性、置換
型又は非置換型のＣ１－Ｃ６炭化水素基、芳香性アルコール基及び／または殺菌効果を持
つアルコール基を含む群から選択され、ｍは１～２０の範囲の数値であり、ｎは２～１０
０の範囲の数値である。式（ＩＶ）におけるケイ酸エステルは、好ましくは少なくとも１
つのアルコール残余及び／または殺菌効果を持つアルコールの残余を有する。
【００４８】
　特に好ましい芳香物質前駆体は、化合物の反応生成物である。反応生成物は、例えばア
ミン機能性ポリマー、特にアミン機能性シリコーン等の少なくとも１つの１級アミン及び
／又は２級アミンと、ケトン、アルデヒド及びそれらの混合物から選択される香料物質と
を含む。
【００４９】
　特に好ましくは溶剤／活性成分の組み合わせであり、プロピレンカーボネート／イソプ
ロピルアルコールを含む溶剤の混合物と、シトラール、酢酸フェニル、リモネン及び酢酸
ヘキシルのうちの少なくとも１つの活性成分との組み合わせである。
【００５０】
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活性抗菌成分
　本発明の香料放出システムから放出される、活性物質として使用される活性抗菌成分は
、例えば、グラム陽性細菌に対して有効である全ての適した物質であり、具体的な例とし
ては：
４－ヒドロキシ安息香酸ならびにその塩およびエステル、Ｎ－(４－クロロフェニル)－Ｎ
’－(３,４－ジクロロフェニル)ウレア、２,４,４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジ
フェニルエーテル(トリクロサン)、４－クロロ－３,５－ジメチルフェノール、２,２’－
メチレンビス(６－ブロモ－４－クロロフェノール)、３－メチル－４－(１－メチルエチ
ル)フェノール、２－ベンジル－４－クロロフェノール、３－(４－クロロフェノキシ)－
１,２－プロパンジオール、３－ヨード－２－プロピニルブチルカルバメート、クロロヘ
キシジン、３,４,４’－トリクロロカルバニリド（ＴＴＣ）、抗細菌芳香物質、チモール
、タイム油、オイゲノール、丁子油、メントール、ミント油、ファルネソール、フェノキ
シエタノール、グリセロールモノカプレート、グリセロールモノカプリレート、グリセロ
ールモノラウレート（GML）、ジグリセロールモノカプレート（DMC）およびN－n－オクチ
ルサリチルアミドまたはＮ－ｎ－デシルサリチルアミドなどのサリチル酸N－アルキルア
ミド。
【００５１】
　尚、例えばエステラーゼ阻害剤など、好適な酵素阻害剤を使用してもよい。
これらは、好ましくは、例えばクエン酸トリメチル、クエン酸トリプロピル、クエン酸ト
リイソプロピル、クエン酸トリブチルなどのクエン酸トリアルキルであり、特にクエン酸
トリエチル（Hydagen（登録商標）CAT）である。
エステラーゼ阻害剤は、酵素活性を阻害することにより、臭気の生成を抑制する。
その他の好適なエステラーゼ阻害剤である物質としては、ステロールサルフェートまたは
ステロールホスフェート、例えばラノステロール、コレステロール、カンペステロール、
スチグマステロールおよびシトステロールサルフェート、シトステロールホスフェート、
ジカルボン酸およびそのエステル（例えばグルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、
グルタル酸ジエチルエステル、アジピン酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸
ジエチルエステル、マロン酸およびマロン酸ジエチルエステル）、ヒドロキシカルボン酸
およびそのエステル（例えばクエン酸、リンゴ酸、酒石酸または酒石酸ジエチルエステル
、およびグリシン酸亜鉛）が挙げられる。
【００５２】
　最後に、好適な臭気吸収剤は、臭気生成化合物を吸収し、概ね保持することのできる物
質である。このような臭気吸収剤は、各成分の分圧を分解し、それにより各成分の拡散率
も分解する。この過程で、香料が損なわれず維持されることが重要である。臭気吸収剤は
細菌に対して有効ではない。臭気吸収剤は例えば、リシノール酸の錯亜鉛塩、または「fi
xatives（固定剤）」として当業者に知られる特定の一般の中性臭気香料、例えばラブダ
ナムまたはエゴノキの抽出物、またはある種のアビエチン酸誘導体を、主成分として含有
する。臭気マスキング剤は、臭気マスキング剤としての機能に加えて、防臭剤に香気を付
与する香料または香油である。例えば天然および合成香料の混合物が香油として記載され
得る。天然香料は、花、茎および葉、果実、果皮、根、木、草、針葉および枝、樹脂およ
びバルサムの抽出物を包含する。動物性原料、例えばシベットおよびカストリウムを使用
してもよい。典型的な合成香料化合物は、エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、ア
ルコールおよび炭化水素型の生成物である。
エステル型香料化合物の例は、ベンジルアセテート、p－tert－ブチルシクロヘキシルア
セテート、リナリルアセテート、フェニルエチルアセテート、リナリルベンゾエート、ベ
ンジルホルメート、アリルシクロヘキシルプロピオネート、スチラリルプロピオネート、
およびベンジルサリチレートである。
エーテルは例えば、ベンジルエチルエーテルを包含し；アルデヒドは例えば、８～１８個
の炭素原子を有する直鎖アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオキ
シアセトアルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアルおよ
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ケトンであり；好適なアルコールは、アネトール、シトロネロール、オイゲノール、イソ
オイゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルアルコールおよびテルピネオ
ールであり、好適な炭化水素は主として、テルペン類およびバルサム類を包含する。しか
しながら、共同で快い香を発する種々の香料化合物の混合物を使用することが好ましい。
芳香成分として用いることの多い比較的低揮発性の精油もまた、香油として適している。
適している香油の例としては、セージ油、カモミール油、丁子油、メリッサ油、ミント油
、シナモン葉油、ライム花油、ジュニパーベリー油、ベチベル油、乳香油、ガルバヌム油
、ラブダナム油およびラバンジン油である。
下記の油を単独で、または混合物として使用することが好ましい：、ベルガモット油、ジ
ヒドロミルセノール、リリアル、リラル、シトロネロール、フェニルエチルアルコール、
α－ヘキシルシンナムアルデヒド、ゲラニオール、ベンジルアセトン、シクラメンアルデ
ヒド、リナロール、ボイサムブレンフォルテ（boisambrene forte）、アンブロキサン（a
mbroxane）、インドール（indole）、ヘディオン（hedione）、サンデリス（sandelice）
、シトラス油、マンダリン油、オレンジ油、アリルアミルグリコレート、シクロベルタル
 （cyclovertal）、ラバンジン油、サルビアセージ油、β－ダマスコン、ゼラニウム油、
バーボン、シクロヘキシルサリチレート、バートフィックスクール（Vertofix Coeur）、
イソ－Ｅ－スーパー、フィクソリドNP（Fixolide NP）、エベルニル、イラルデイン（ira
ldein）ガンマ、フェニル酢酸、ゲラニルアセテート、ベンジルアセテート、ローズオキ
シド、イリチル（irityl）、およびフロラメート（floramate）。
【００５３】
防虫剤
　その他の活発物質の群としては昆虫を忌避する化合物が含まれ、適当な防虫剤は例えば
、Ｎ,Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、１,２－ペンタジオールまたはエチルブチルアセチ
ルアミノプロピオネートである。
【００５４】
蒸発率
　本発明における好ましい実施例によると、活性物質の蒸発率Ｖ、とりわけ香料の蒸発率
は、溶剤の蒸発率の少なくとも２倍である。本発明における蒸発率Ｖは、所定及び同一の
条件下、一定の時間内における表面積あたりの質量の損失である。
【数１】

【００５５】
　式中、ｍ（ｔ０）は試験開始時におけるサンプルの質量であり、ｍ（ｔ）は蒸発時間ｔ
の経過後におけるサンプルの質量であり、Ａｐは溶剤または香料の表面積であり、ｔは蒸
発が行われた期間である。比較可能性を維持するために、Ａｐ、ｔ及びｍ（ｔ０）は一定
とするべきである。参考として、以下の方法が用いられる：４０ｍｇの溶剤または香料は
、SMS Surface Measurement Systems UK社のDVS1000 サンプルパンに放出される。摂氏４
０°Ｃにおいて、サンプルの質量の損失が発生することを確認する。
【００５６】
　香料の膜透過係数は、好ましくは溶剤の膜透過係数の少なくとも２倍である。本発明の
目的上、膜透過係数Ｍは、半透過膜を通じた面積単位毎の溶剤または香料の質量流量であ
る。
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【数２】

【００５７】
　上述の式中、ｍ（ｔ０）は試験開始時におけるサンプルの質量であり、ｍ（ｔ）は蒸発
時間ｔの経過後におけるサンプルの質量であり、ＡＭは膜の表面積であり、tは蒸発が行
われた期間である。比較可能性を維持するために、ＡＭ、ｔ及びｍ（ｔ０）は一定とする
べきである。
【００５８】
　膜透過係数Ｍを特定する参考として、以下の方法が適用される：２０ｇの溶剤または香
料がガラス製ペトリ皿に塗布される。ペトリ皿の開口部を全体的に覆うように、半透膜が
ペトリ皿の端部に付着され、溶剤または香料が側面から放出しないよう、接着剤によって
密閉される。摂氏２５°Ｃの条件下で２週間放置した後、上記数式に基づいて質量の損失
を計算する。
【００５９】
染料
　幾つかの例において、本発明の香料放出システムは、相分離の終点を表示する視覚的表
示による補助を受けることが望ましい。これは、染料を使用することによって達成される
。
【００６０】
　組成物の成分の溶解性を除くと、本発明に適した染料は、例えばｐＨ依存性等、他の特
性を有する必要は無い。本発明との関連において、染料は相分離を視覚的に認識するため
の補助として使用され、染料インジケータとしては使用されない。
【００６１】
　本発明の主な利点は、特に環境に好ましい食用染料の適用性である。
【００６２】
　第１実施例における香料放出システムは、溶剤Ａまたは溶剤Ｂにのみ溶解する染料を含
む。可溶性の効果が持続する間の溶液の色は、例えば青色または緑色である。活性物質を
使い果たすと、２つの相が発生し、そのうち１つは着色が無く、１つは着色されている。
【００６３】
　香料放出システムの変形例においては、２つの異なる染料を含み、どちらの染料も溶剤
Ａまたは溶剤Ｂにおいてのみ溶解する。可溶性の効果が持続する間、溶液の色は複合的で
あり、終点を示すときには、２つのフェーズは異なる色を示している。適した香料放出シ
ステムは、例えば下記の表において表示されている。

【表３】

【００６４】
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　染料は、好ましくは使用中（蒸発時の全ての段階）において溶解するものであり、沈殿
の結果として可視できる粒子が発生しないものである染料から選択されることが好ましい
。
【００６５】
　組成物は、例えばNeo Heliopan BB、BHT、IonolまたはTinogard Qなどの染料安定剤を
１種類以上含まれていてもよく、その量は染料に対して約１０～５０重量％である。
【００６６】
　以下の染料は、溶出性に優れており、本発明に好ましい染料の例である。
【表４】
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【００６７】
放出のメカニズム
　本発明の香料放出システムは、好ましくは、限定されるべきではないが、室内の芳香を
目的とした香料放出システムである。例えば透過膜を有する芳香剤、電気から放出された
空気の芳香剤、ウイックから放出された空気の芳香剤、藤から作られたスティック製の芳



(25) JP 2015-171531 A 2015.10.1

10

20

30

40

50

香剤等である。これらは、ガラス、セラミックまたはプラスチック製のレセプタクルまた
は容器に含有され、香料は全体的または一部が透明である。容器は香料の終点を目視する
ことができる窓があれば、原則としては不透明でよい。
【００６８】
　香料放出システムの一般的な特徴としては、活性物質、換言すると好ましくは香料を大
気に放出するが、例えば溶剤及び特定の場合においては染料等、他の揮発分の顕著な放出
を防ぐメカニズムを有する必要がある。
【００６９】
　本発明の第一実施例によると、活性成分を放出しつつ、さらなる揮発成分の放出を防止
するメカニズムは、半透性の高分子膜を含む。
【００７０】
　本発明の更なる実施例としては、活性成分を放出し、さらなる揮発成分を維持するメカ
ニズムは、木材を含む。特に、容器はガラス、セラミックまたはプラスチックによって製
造され、例えば籐から作られた木製の棒を差し込む細い開口部を有する。香料は毛管力に
よって木製の棒を通過して大気に放出され、かつ、濃厚剤の添加によって流動学的な調節
の結果として、揮発性が低い溶剤が残留する。染料の追加が示された場合、染料の木材へ
の侵入は少ないまたは発生しないように、染料を選択するべきである。
【００７１】
　本発明による香料放出システムは、溶剤または香料が待機に放出されるまで保管するこ
とができる。保管が可能な期間は少なくとも１日、好ましくは少なくとも１週間、さらに
好ましくは少なくとも１ヵ月、特に好ましくは少なくとも１年である。保管時の温度は、
摂氏０～５０℃の間であり、好ましくは摂氏１５～３０℃の間である。ここで、保管時の
温度は一定でなくてもよい。本発明の好ましい実施例によると、保管時において、混合物
の芳香性及び／または色は変化しない。芳香性及び／または色の変化を評価する方法とし
ては、DIN EN ISO 10399:2010-06に基づくDuo-Trio Testが挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】試験品の当初の状態と最終地点に到達した後の状態とを示している
【図２】試験品の当初の状態と最終地点に到達した後の状態とを示している
【図３】試験品の当初の状態と最終地点に到達した後の状態とを示している
【図４】試験品の当初の状態と最終地点に到達した後の状態とを示している
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　本発明は活性成分を放出するシステムの終点を視覚的に示す方法であり、互いに混和し
ない、または混和性が低い溶剤Ａと溶剤Ｂとを適切な容器に入れ、適切な活性成分の溶液
を添加して単相の調製液が用意され、香料の残量は溶解効果の消耗及び相の分離によって
表示される。
【００７４】
　互いに独立した好ましい実施例として挙げられた２つの方法において、調製液は混合さ
れてもよい。
（ｉ）２つの溶剤Ａ及び溶剤Ｂの一方においてのみ溶解する染料を使用し、相分離によっ
て示される終点は無色の相または着色された相の発生によって表示される、または
（ｉｉ）２つの溶剤Ａ及び溶剤Ｂの一方においてのみ溶解する、２種類の異なる染料を使
用し、相分離によって示される終点は２色の異なる相の発生によって表示される。
【００７５】
　最後に、本発明は例えば香料などの揮発性が高い化合物の蒸発によって、物理的及び／
又は化学的段階の経時変化を監視するインジケータとして使用する方法である。
【００７６】
＜実施例１～４＞
　４種類の香料放出システムが製造される。各組成物の試験品が２個ずつ製造される。試



(26) JP 2015-171531 A 2015.10.1

10

20

験品のうちの１個は「開始時点」を示すため、冷蔵庫で保管され、開封されない状態を保
つ。もう１個の試験品は「最終地点」を示すため、試験品が開封されて蒸発される。表５
には、組成物の粉末が図示されている。図１～４は、試験品の当初の状態と最終地点に到
達した後の状態とを示している。
【表５】
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